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ことば ※【自主防災組織】…自分たちの地域で、自分たちでできる防災活動を行うために結成される組織。
※【防災士】…ＮＰＯ法人日本防災士機構が認証する民間資格であり、社会のさまざまな場で、減災と社会の防災力向上のための活動が期待され、かつ、そのために十分な意識や知識などを有する者。
※【歳計現金】…県の歳入歳出に属する現金のこと。

本
澤
徹
委
員
（
自
民
）　

こ
れ
か
ら
の
農
業

関
係
高
校
は
、
本
県
農
業
に
夢
を
持
て
る
特

色
あ
る
取
り
組
み
の
展
開
な
ど
に
よ
り
、
魅

力
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

県
内
の
農
業
関
係
高
校
の
魅
力
づ
く
り
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

教
育
長　

学
校
独
自
の
取
り
組
み
に
加
え
、

二
十
七
年
度
か
ら
共
通
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

「
い
ば
ら
き
ア
グ
リ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
を
立

ち
上
げ
、
農
業
関
係
高
校
全
体
で
農
産
物
・

加
工
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
い
る
。
こ

う
し
た
魅
力
あ
る
教
育
活
動
を
積
極
的
に
展

開
し
入
学
者
の
増
加
を
図
る
と
と
も
に
、
農

業
を
学
ぶ
誇
り
や
自
信
を
育
み
本
県
農
業
の

将
来
を
支
え
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
家
畜
排
せ
つ
物
の
処
理
、
鉾
田

海
岸
の
侵
食
対
策
な
ど
も
質
問
）

長
谷
川
修
平
委
員
（
民
進
）　

県
職
員
数
に

占
め
る
非
正
規
職
員
の
割
合
が
増
え
る
中
、

行
政
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
的
確
に
対
応
す
る

に
は
、
非
正
規
職
員
と
正
規
職
員
と
の
バ
ラ

ン
ス
、
そ
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
併
せ
て
、
非
正
規
職
員
の

や
る
気
を
引
き
出
す
た
め
に
も
、
雇
用
期
間

の
安
定
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

業
務
内
容
な
ど
に
応
じ
た
最
適
な
組

み
合
わ
せ
に
よ
る
機
能
的
な
体
制
構
築
を
図

り
、
効
率
的
な
行
政
運
営
に
努
め
る
。
ま
た
、

臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
雇
用
期
間
は
法
令
な

ど
に
基
づ
き
定
め
て
い
る
が
、
国
に
お
け
る

働
き
方
改
革
の
動
向
を
注
視
し
、
県
と
し
て

も
処
遇
の
改
善
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
十
八
歳
選
挙
権
導
入
に
伴
う
高
校

生
の
政
治
活
動
、
県
北
振
興
な
ど
も
質
問
）

長
谷
川
重
幸
委
員
（
自
民
）　

農
業
の
分
野

に
お
い
て
も
、
北
関
東
三
県
で
有
効
に
連
携

を
取
り
、
お
互
い
に
農
業
の
振
興
に
共
同
で

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

平
成
二
十
七
年
度
は
本
県

で
農
産
物
の
輸
出
に
係
る
鮮
度
保
持
実
証
試

験
を
栃
木
県
、
群
馬
県
と
と
も
に
実
施
し
た
。

二
十
八
年
度
は
試
験
結
果
を
踏
ま
え
た
各
種

検
証
を
行
う
際
に
、
両
県
に
呼
び
掛
け
る
と

と
も
に
、
両
県
の
事
業
に
も
参
加
し
て
い
く
。

ま
た
、
農
産
物
の
輸
出
以
外
で
も
、
技
術
開

発
に
関
す
る
会
議
の
開
催
や
稲
の
病
害
虫
対

策
な
ど
に
共
同
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後

と
も
、
積
極
的
に
連
携
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
対
応
策
、
伝
統
文
化

の
継
承
・
発
展
な
ど
も
質
問
）

飯
田
智
男
委
員
（
自
県
ク
）　

自
主
防
災
組

織
※
や
県
民
一
人
一
人
の
自
助
の
強
化
に
向

け
て
、
多
く
の
県
民
が
防
災
士
※
の
資
格
を

取
得
す
べ
き
で
あ
る
。
今
後
、
防
災
士
資
格

の
普
及
啓
発
や
資
格
取
得
者
の
増
加
を
目
指

し
て
、
県
と
し
て
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

生
活
環
境
部
長　

本
県
の
平
成
二
十
八
年
二

月
末
現
在
で
の
防
災
士
登
録
数
は
二
千
二
百

七
十
五
人
と
少
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

県
の
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用

し
て
防
災
士
の
重
要
性
を
周
知
す
る
ほ
か
、

地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
、
い
ば

ら
き
防
災
大
学
の
定
員
や
開
催
場
所
の
増
加

に
よ
り
受
講
者
の
拡
大
を
図
る
な
ど
、
防
災

士
の
資
格
取
得
者
の
増
加
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
促
進
、

住
民
へ
の
防
災
情
報
の
発
信
な
ど
も
質
問
）

田
口
伸
一
委
員
（
自
民
）　

動
物
愛
護
の
推

進
に
は
、
愛
護
施
設
の
整
備
や
譲
渡
事
業
の

拡
充
な
ど
の
「
出
口
対
策
」
の
充
実
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
「
入
口
対
策
」
と
し
て
の
県

民
の
意
識
改
革
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
動
物

愛
護
の
「
入
口
対
策
」
に
関
す
る
所
見
は
。

保
健
福
祉
部
長　

一
生
涯
に
わ
た
っ
て
犬
猫

を
飼
い
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
犬
猫

の
販
売
業
者
に
は
適
正
飼
育
に
つ
い
て
購
入

者
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
よ
う
、
譲
渡
を

受
け
る
方
お
よ
び
多
頭
飼
育
者
に
は
適
正
飼

育
に
向
け
て
指
導
し
て
い
く
。
ま
た
、
県
民

の
意
識
改
革
の
た
め
、
市
町
村
、
関
係
団
体

お
よ
び
動
物
愛
護
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

を
得
な
が
ら
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
米
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
と
今
後
の

米
政
策
、
水
田
の
基
盤
整
備
な
ど
も
質
問
）

石
井
邦
一
委
員
（
自
民
）　

人
口
減
少
は

待
っ
た
な
し
の
状
況
で
あ
り
、
早
急
に
有
効

な
手
段
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ

の
た
め
に
は
、
ど
こ
に
問
題
点
が
あ
る
の
か
、

地
域
の
実
態
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
そ
の

上
で
対
策
を
講
じ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

平
成
二
十
八
年
度
は
、
人
口
減
少
な

ど
が
著
し
い
地
域
を
選
定
し
、
買
物
環
境
、

医
療
な
ど
の
現
状
や
不
便
に
感
じ
て
い
る
こ

と
な
ど
、
生
活
環
境
に
関
す
る
実
態
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
結
果
を

基
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
効
果
的
な
組
み
合

わ
せ
や
官
民
の
役
割
分
担
、
事
業
の
採
算
性

な
ど
施
策
の
具
体
化
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
構
想
の
推
進
、
茨
城
県
の

伝
統
産
業
の
活
性
化
な
ど
も
質
問
）

戸
井
田
和
之
委
員
（
無
所
属
）　

茨
城
空
港

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
、
常
磐
道
の
石

岡
小
美
玉
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と

空
港
を
結
ぶ
道
路
が
事
業
化
さ
れ
た
が
、
今

後
の
整
備
見
通
し
は
。

土
木
部
長　

昨
年
十
一
月
以
降
、
地
元
説
明

会
や
用
地
測
量
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
用
地
買
収
に
着

手
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
首
都
圏
に
お
い

て
大
幅
な
増
加
が
予
測
さ
れ
る
国
際
線
の
航

空
需
要
を
取
り
込
む
た
め
に
も
、
で
き
る
だ

け
早
期
に
開
通
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
認
識

し
て
お
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
や
茨
城
国
体
も
見
据
え
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
道
路
の
維
持
補
修
、
信
号
機
の

新
設
な
ど
も
質
問
）

山
中
た
い
子
委
員
（
共
産
）　

太
陽
光
発
電

に
つ
い
て
は
、
自
然
や
景
観
を
壊
す
と
と
も

に
、
住
民
の
安
全
に
も
関
わ
る
重
大
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
本
県
で
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
す
る
方
針
だ
が
、
景
観
、
観
光
、
生
活

環
境
へ
の
配
慮
や
地
元
へ
の
説
明
と
同
意
を

得
る
こ
と
も
重
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
小
規
模
な
施

設
や
法
律
上
の
許
認
可
を
必
要
と
し
な
い
施

設
に
も
対
応
で
き
る
県
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。
立
地
を
避
け

る
べ
き
エ
リ
ア
な
ど
の
指
定
や
地
元
住
民
へ

の
説
明
の
実
施
、
安
全
な
施
工
管
理
な
ど
、

景
観
や
観
光
面
、
防
災
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
対
応
で
き
る
も
の
と
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
小
中
一
貫
教
育
、
豪
雨
災
害
対

策
と
支
援
策
な
ど
も
質
問
）

八
島
功
男
委
員
（
公
明
）　

積
立
基
金
や
歳

計
現
金
※
を
一
体
的
に
ま
と
め
る
な
ど
し
て
、

金
額
の
増
加
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

生
か
し
、
資
金
運
用
の
多
様
化
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
運
用
先
の
多
様
化
に
つ
い
て

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

総
務
部
長　

預
金
に
つ
い
て
は
、
引
き
合
い

に
参
加
す
る
金
融
機
関
の
範
囲
や
預
金
枠
の

拡
大
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
積
立
基
金
の
債

券
運
用
に
お
け
る
毎
年
度
の
買
い
増
し
の

ペ
ー
ス
を
上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
ほ
か
、
新
し
い
資
金
運
用
の
方
法
に
つ
い

て
も
他
県
の
先
進
事
例
な
ど
を
参
考
に
検
討

し
、
運
用
先
の
多
様
化
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

と
働
き
方
の
改
革
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
行
政

事
務
に
お
け
る
活
用
も
質
問
）

石
田
進
委
員
（
自
民
）　

不
登
校
児
童
・
生

徒
へ
の
対
応
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
な
ど
に
寄
与
す
る
ス
ポ
ー
ツ

は
大
変
重
要
と
考
え
る
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
児
童
の
人
間
的
基
礎
づ
く
り
の
機
会
を
積

極
的
に
つ
く
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

教
育
長　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
他
者
と
の
人

間
関
係
の
構
築
な
ど
は
、
不
登
校
の
未
然
防

止
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
今
後
は
、
小

学
生
が
で
き
る
だ
け
多
く
ス
ポ
ー
ツ
に
出
会

え
る
機
会
を
増
や
す
た
め
、
県
体
育
協
会
な

ど
と
連
携
を
深
め
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活

動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
学
校

体
育
の
一
層
の
充
実
も
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
選
挙
権
年
齢
引
き
下
げ
を
踏
ま

え
た
高
等
学
校
と
後
援
会
な
ど
の
関
わ
り
方
、

水
産
業
に
お
け
る
輸
出
促
進
な
ど
も
質
問
）

お 知 ら せ

月日 曜 議 事 予 定

6 . 6 月 議会運営委員会
本会議（開会、知事提出議案説明）

7 火 休会（議案調査）
8 水 休会（議案調査）

9 木 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑）

10 金 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑）

11 土
12 日

13 月
議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑、

議案常任委員会付託）

14 火 休会（委員会審査準備）

15 水 休会（常任委員会）

16 木 休会（常任委員会）

17 金 休会（大規模災害対策調査特別委員会）
18 土
19 日

20 月 休会（国体・障害者スポーツ大会推進調査特別委員会）

21 火 議会運営委員会
本会議（委員長報告、採決、閉会）

　次回の、平成28年第2回定例会は、6月6日
から21日までの16日間の会期日程で開催
される予定です。

予 算 特 別 委 員 会

本ほ
ん
ざ
わ澤　

　
　

徹
と
お
る（

い
ば
ら
き
自
民
党
）

長は
せ
が
わ

谷
川　

修
し
ゅ
う
へ
い平（

民　
　

進　
　

党
）

長は
せ
が
わ

谷
川　

重し
げ
ゆ
き幸（

い
ば
ら
き
自
民
党
）

飯い
い
だ田　

　

智と
し
お男（

自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

田た
ぐ
ち口　

　

伸し
ん
い
ち一（

い
ば
ら
き
自
民
党
）

石い
し
い井　

　

邦く
に
か
ず一（

い
ば
ら
き
自
民
党
）

戸と

い

た
井
田　

和か
ず
ゆ
き之（

無　
　

所　
　

属
）

山や
ま
な
か中　

た
い
子こ
（
日
本
共
産
党
）

八や
し
ま島　

　

功い
さ
お男（

公　
　

明　
　

党
）

石い
し
だ田　

　
　

進
す
す
む（

い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者


